
(57)【要約】

　【課題】　比較的広範囲で位置精度の高い優れた骨情

報を得ることができる骨診断装置を提供する。

　【解決手段】　脛骨１４のプラトウ部１６に置かれた

振動子１５が、信号発生器２０からのドライブ信号を受

けて脛骨１４を振動させる。超音波探触子１および送受

信器３は、脛骨を伝搬してきた振動に対して超音波を送

信し、戻ってきた超音波を受信する。位相比較部４が受

信信号を位相比較し、相関演算部６が位相比較信号の相

関演算を行い、相関演算の結果である、脛骨の各部位に

おける振動の強度が、表示部７に表示される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
可 聴 周 波 数 の 電 気 信 号 を 発 生 す る 信 号 発 生 手 段 と 、
　 前 記 信 号 発 生 器 か ら の 電 気 信 号 を 音 に 変 換 し て 骨 に 伝 え る 振 動 子 と 、
　 前 記 振 動 子 に よ り 骨 を 伝 搬 さ れ て き た 振 動 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 送 受 信 手
段 と 、
　 前 記 超 音 波 送 受 信 手 段 で 受 信 し た 信 号 を 位 相 検 波 す る 位 相 検 波 手 段 と 、
　 前 記 位 相 検 波 手 段 か ら の 位 相 検 波 信 号 に 対 し て 相 関 演 算 を 行 な う 相 関 演 算 手 段 と 、
　 前 記 相 関 演 算 手 段 に よ る 相 関 演 算 の 結 果 を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 備 え た 骨 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 信 号 発 生 手 段 に よ っ て 前 記 可 聴 周 波 数 の 電 気 信 号 の 周 波 数 を 変 化 さ せ な が ら 、 各 周 波
数 に お け る 前 記 相 関 演 算 の 結 果 を 平 均 化 す る 平 均 演 算 手 段 を 備 え た 請 求 項 １ 記 載 の 骨 診 断
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
可 聴 周 波 数 の 電 気 信 号 を 発 生 す る 信 号 発 生 手 段 と 、
　 前 記 信 号 発 生 器 か ら の 電 気 信 号 を 音 に 変 換 し て 骨 に 伝 え る 振 動 子 と 、
　 前 記 振 動 子 に よ り 骨 を 伝 搬 さ れ て き た 振 動 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 送 受 信 手
段 と 、
　 前 記 超 音 波 送 受 信 手 段 で 受 信 し た 信 号 を 位 相 検 波 す る 位 相 検 波 手 段 と 、
　 前 記 位 相 検 波 手 段 か ら の 位 相 検 波 信 号 の 周 波 数 変 換 を 行 な う 高 速 フ ー リ エ 変 換 （ Ｆ Ｆ Ｔ
） 演 算 手 段 と 、
　 前 記 Ｆ Ｆ Ｔ 演 算 手 段 に よ る Ｆ Ｆ Ｔ 演 算 の 結 果 で あ る ス ペ ク ト ラ ム を 表 示 す る 表 示 手 段 と
を 備 え た 骨 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 を 用 い て 骨 の 状 態 を 診 断 す る 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 骨 を 加 振 し 、 セ ン サ で 振 動 を 検 出 し 解 析 す る こ と で 、 骨 折 の 治 癒 状 態 や 骨 粗 鬆 症 の 進 行
程 度 な ど を 調 べ る 骨 振 動 解 析 装 置 と し て は 、 図 ４ に 示 す 構 成 の も の が 知 ら れ て い る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ を 用 い て 従 来 例 の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ 装 置 １ ８ の 制 御 に よ り 、 ド ラ イ バ モ ジ ュ ー ル １ ７ は 、 正 弦 波 を 周 波 数 ２ ０
Ｈ ｚ ～ ２ ｋ Ｈ ｚ の 範 囲 で ス イ ー プ し 、 こ の 信 号 は 振 動 装 置 １ ５ に よ り 音 響 エ ネ ル ギ に 変 換
さ れ 、 ク ッ シ ョ ン １ ０ に 置 い た 下 腿 ９ の 脛 骨 １ ４ 上 端 の プ ラ ト ウ 部 １ ６ を 振 動 さ せ る 。 こ
の 振 動 は 脛 骨 １ ４ を 伝 達 し 、 脛 骨 下 端 の 内 側 踝 １ ３ に 到 達 す る 。 内 側 踝 １ ３ に は 、 ス ト ラ
ッ プ １ ２ に よ り 加 速 度 計 １ １ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 加 速 度 計 １ １ は 音 響 エ ネ ル ギ を 検 出
し 、 電 気 信 号 に 変 換 す る 。 変 換 さ れ た 信 号 は チ ャ ー ジ 増 幅 器 １ ９ に よ り 増 幅 さ れ た 後 、 コ
ン ピ ュ ー タ 装 置 １ ８ に 取 り 込 ま れ 、 解 析 さ れ る 。 コ ン ピ ュ ー タ 装 置 １ ８ で は 、 周 波 数 解 析
が な さ れ 、 伝 搬 信 号 の 周 波 数 特 性 、 伝 搬 強 度 な ど か ら 骨 折 の 状 態 な ど の 骨 の 情 報 が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 音 響 的 励 振 に よ り 骨 粗 鬆 症 の 進 行 程 度 を 知 る 試 み と し て は 、 例 え ば 、 脊 椎 を ハ ン
マ ー で 叩 打 し 、 加 速 度 ピ ッ ク ア ッ プ に よ り 伝 搬 す る 振 動 波 を 受 信 し て 、 周 波 数 解 析 を 行 な
う こ と で 、 骨 粗 鬆 症 の 進 行 度 の 解 析 を 行 な う も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献
１ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 平 ５ － ５ ０ １ ２ １ ３ 号 公 報
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【 非 特 許 文 献 １ 】 井 出 隆 俊 ほ か 、 「 骨 粗 鬆 症 に 対 す る 音 響 診 断 法 」 、 病 態 生 理 、 １ ９ ９ ４
年 、 第 １ ３ 巻 、 第 １ 号 、 ｐ ． ５ ３ － ５ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 従 来 の 骨 振 動 解 析 方 法 で は 、 以 下 の よ う な 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま ず 、 第 一 に 、 従 来 の 方 法 で は 、 信 号 を 受 信 す る 位 置 を 、 骨 が 皮 下 の 比 較 的 浅 い と こ ろ
に あ る 位 置 に 設 定 し な け れ ば な ら ず 、 測 定 で き る 点 が 限 ら れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 二 に 、 加 速 度 計 に よ る 振 動 検 出 で は 、 検 出 し て い る 位 置 範 囲 を 特 定 で き ず 、 精 度 に も
問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 こ れ ら の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 超 音 波 の 送 受 信
に よ り 、 比 較 的 広 範 囲 の 部 位 の 信 号 を 検 出 し 、 ま た 信 号 検 出 位 置 を 明 確 に す る こ と に よ り
、 位 置 精 度 、 信 頼 性 の 高 い 優 れ た 骨 情 報 を 得 る こ と が で き る 骨 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 第 １ の 骨 診 断 装 置 は 、 可 聴 周 波 数 の 電 気 信 号
を 発 生 す る 信 号 発 生 手 段 と 、 信 号 発 生 器 か ら の 電 気 信 号 を 音 に 変 換 し て 骨 に 伝 え る 振 動 子
と 、 振 動 子 に よ り 骨 を 伝 搬 さ れ て き た 振 動 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 送 受 信 手 段
と 、 超 音 波 送 受 信 手 段 で 受 信 し た 信 号 を 位 相 検 波 す る 位 相 検 波 手 段 と 、 位 相 検 波 手 段 か ら
の 位 相 検 波 信 号 に 対 し て 相 関 演 算 を 行 な う 相 関 演 算 手 段 と 、 相 関 演 算 手 段 に よ る 相 関 演 算
の 結 果 を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 骨 を 伝 搬 し て き た 音 （ 振 動 ） に 対 し て 超 音 波 を 用 い て 位 相 解 析 し 、
相 関 演 算 を 行 う こ と で 、 骨 の 振 動 状 態 を 高 い 位 置 精 度 で か つ 振 動 周 波 数 な ど の パ ラ メ ー タ
を 精 度 よ く 測 定 、 解 析 す る こ と が で き 、 骨 粗 鬆 症 の 進 行 程 度 や 骨 折 な ど に お け る 治 癒 状 況
の 診 断 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 第 １ の 骨 診 断 装 置 は 、 信 号 発 生 手 段 に よ っ て 可 聴 周 波 数 の 電 気 信 号 の 周 波 数 を 変
化 さ せ な が ら 、 各 周 波 数 に お け る 相 関 演 算 の 結 果 を 平 均 化 す る 平 均 演 算 手 段 を 備 え る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 超 音 波 に よ る 骨 の 振 動 を 検 出 す る 過 程 に お い て 、 振 動 さ せ る 周 波 数
を 変 え る こ と で 、 骨 の 共 振 に よ り 一 定 部 位 が 強 く 振 動 し て 定 在 波 が 発 生 す る こ と に よ る 測
定 誤 差 を 防 ぎ 、 振 動 の 振 幅 な ど の 精 度 の よ い 計 測 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 骨 診 断 装 置 は 、 可 聴 周 波 数 の 電 気 信 号
を 発 生 す る 信 号 発 生 手 段 と 、 信 号 発 生 器 か ら の 電 気 信 号 を 音 に 変 換 し て 骨 に 伝 え る 振 動 子
と 、 骨 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 送 受 信 手 段 と 、 超 音 波 送 受 信 手 段 で 受 信 し た 信
号 を 位 相 検 波 す る 位 相 検 波 手 段 と 、 位 相 検 波 手 段 か ら の 位 相 検 波 信 号 の 周 波 数 変 換 を 行 な
う 高 速 フ ー リ エ 変 換 （ Ｆ Ｆ Ｔ ） 演 算 手 段 と 、 Ｆ Ｆ Ｔ 演 算 手 段 に よ る Ｆ Ｆ Ｔ 演 算 の 結 果 で あ
る ス ペ ク ト ラ ム を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 超 音 波 に よ る 骨 の 振 動 を 検 出 す る 過 程 に お い て 、 周 波 数 解 析 を 行 な
う こ と で 、 精 度 の よ い 骨 の 強 度 な ど の 構 造 解 析 を 精 度 良 く 行 な う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 本 発 明 の 骨 診 断 装 置 に よ れ ば 、 超 音 波 の 送 受 信 に よ り 、 比 較 的 広 範 囲 の 部 位 の 信 号 を 検
出 し 、 ま た 信 号 検 出 位 置 を 明 確 に す る こ と に よ り 、 位 置 精 度 、 信 頼 性 の 高 い 優 れ た 骨 情 報
を 得 る こ と が で き る 、 と い う 格 別 な 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 骨 診 断 装 置 の 一 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ に
お い て 、 診 断 装 置 本 体 ２ は 、 超 音 波 の 送 受 信 を 行 な う 送 受 信 器 ３ と 、 送 受 信 器 ３ で 受 信 し
た 信 号 を 位 相 検 波 す る 位 相 検 波 部 ４ と 、 位 相 検 波 部 ４ か ら の 位 相 検 波 信 号 の 相 関 演 算 を 行
な う 相 関 演 算 部 ６ と 、 相 関 演 算 の 結 果 を 表 示 す る 表 示 部 ７ と 、 可 聴 周 波 数 の 電 気 信 号 で あ
る ド ラ イ ブ 信 号 を 発 生 す る 信 号 発 生 器 ２ ０ と 、 前 記 各 部 を 制 御 す る 制 御 部 ５ と か ら 構 成 さ
れ て い る 。 下 腿 部 ９ に あ る 内 側 脛 骨 １ ４ の プ ラ ト ウ 部 １ ６ に 振 動 子 １ ５ が 体 表 に 密 着 し て
設 置 さ れ 、 下 腿 部 ９ 上 に は 超 音 波 の 送 受 信 を 行 な う た め の 超 音 波 探 触 子 １ が 置 か れ て い る
。 こ こ で 、 超 音 波 探 触 子 １ と 送 受 信 器 ３ と で 、 超 音 波 送 受 信 手 段 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 骨 診 断 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 脛 骨 １ ４ の プ ラ ト ウ 部 １ ６ に 置 か れ た 振 動 子 １ ５ は 、 信 号 発 生 器 ２ ０ か ら の ド ラ イ ブ 信
号 を 受 け て 、 脛 骨 １ ４ を 振 動 さ せ る 。 超 音 波 探 触 子 １ お よ び 診 断 装 置 本 体 ２ は 、 超 音 波 血
流 映 像 装 置 （ パ ワ ー モ ー ド 表 示 ） と し て の 振 動 強 度 情 報 の 算 出 機 能 を 果 た す 。 パ ワ ー モ ー
ド 表 示 で は 、 相 関 演 算 部 ６ の 出 力 信 号 か ら 強 度 が 算 出 さ れ 、 診 断 装 置 本 体 ２ は 脛 骨 １ ４ の
各 部 位 に お け る 振 動 の 強 度 を 表 示 部 ７ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 骨 を 伝 搬 し て き た 音 （ 振 動 ） に 対 し て 超 音 波 を 用
い て 位 相 解 析 し 、 相 関 演 算 を 行 う こ と で 、 骨 の 振 動 の 振 幅 を 精 度 よ く 測 定 、 解 析 す る こ と
が で き 、 脛 骨 の 強 度 （ 折 れ や す さ ） 分 布 を 間 接 的 に 知 る こ と が で き 、 骨 粗 鬆 症 の 進 行 程 度
を 知 る こ と が で き る 。 ま た 、 骨 折 な ど に お け る 治 癒 状 況 も 骨 を 伝 わ る 振 動 の 分 布 に よ り 診
断 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 骨 診 断 装 置 の 一 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ に
お い て 、 本 実 施 形 態 が 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な る の は 、 相 関 演 算 部 ６ と 表 示 部 ７ と の 間 に 平
均 演 算 部 ８ を 設 け た 点 に あ る 。 ま た 、 動 作 上 で は 、 信 号 発 生 器 ２ ０ が 発 生 す る ド ラ イ ブ 信
号 の 周 波 数 を 変 化 さ せ る 点 が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 測 定 を 行 な い つ つ 、 図 示 さ れ な い 制 御 器 に よ り 自 動 で 信 号 発 生 器 ２ ０
か ら 発 生 す る ド ラ イ ブ 信 号 の 周 波 数 を 変 え る 。 変 化 さ せ る 方 法 は 連 続 的 で も よ い し 、 ま た
、 い く つ か の 周 波 数 を 切 り 替 え る 方 法 で も よ い 。 さ ら に 、 複 数 の 周 波 数 を 混 在 さ せ た 波 形
で 振 動 子 １ ５ を ド ラ イ ブ し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に し て 、 複 数 の 周 波 数 を 用 い て 測 定 し た 結 果 を 平 均 演 算 部 ８ に お い て 、 平 均 化
し 、 表 示 部 ７ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 の 利 点 に 加 え て 、 脛 骨 １ ４ の 共 振
に よ り 一 定 部 位 が 強 く 振 動 し て 定 在 波 が 発 生 す る こ と に よ る 測 定 誤 差 を 防 ぎ 、 よ り 精 度 の
高 い 計 測 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
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　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 骨 診 断 装 置 の 一 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ に
お い て 、 本 実 施 形 態 が 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な る の は 、 相 関 演 算 部 ６ に 代 え て 高 速 フ ー リ エ
変 換 （ Ｆ Ｆ Ｔ ） 演 算 部 ２ １ を 設 け た 点 に あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 超 音 波 探 触 子 １ と 診 断 装
置 本 体 ２ は 、 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 と 同 様 の 動 作 を 行 な う 。 超 音 波 ド プ ラ 血 流 計 の 動 作 に つ
い て は す で に 公 知 で あ る か ら こ こ で の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 振 動 子 １ ５ か ら 出 力 さ れ る 振 動 が 正 弦 波 で あ る と す る と 、 骨 の 構 造 に よ り 高 調 波 を 発 生
す る 部 位 が あ る 。 位 相 検 波 し た 信 号 を Ｆ Ｆ Ｔ 演 算 部 ２ １ で 周 波 数 解 析 す る と 、 こ の 高 調 波
の 発 生 部 位 が わ か る た め 、 骨 の 構 造 、 例 え ば あ る 部 分 で 骨 が 脆 く な っ て い る こ と な ど が わ
か る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 上 記 の 各 実 施 形 態 に お い て は 、 脛 骨 の 状 態 解 析 に つ い て 説 明 し た が 、 身 体 の 他 の
部 位 の 骨 に つ い て も 、 本 発 明 を 適 用 で き る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 骨 診 断 装 置 は 、 超 音 波 の 送 受 信 に よ り 、 比 較 的 広 範 囲 の 部 位 の 信 号 を 検 出
し 、 ま た 信 号 検 出 位 置 を 明 確 に す る こ と に よ り 、 位 置 精 度 、 信 頼 性 の 高 い 優 れ た 骨 情 報 を
得 る こ と が で き る と い う 利 点 を 有 し 、 骨 粗 鬆 症 の 進 行 程 度 や 骨 折 な ど に お け る 治 癒 状 況 の
診 断 、 骨 の 構 造 解 析 等 の 用 途 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 骨 診 断 装 置 の 一 構 成 例 を 示 す 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 骨 診 断 装 置 の 一 構 成 例 を 示 す 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 骨 診 断 装 置 の 一 構 成 例 を 示 す 図
【 図 ４ 】 従 来 の 骨 振 動 解 析 装 置 の 一 構 成 例 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ 　 超 音 波 探 触 子 （ 超 音 波 送 受 信 手 段 ）
　 ２ 　 診 断 装 置 本 体
　 ３ 　 送 受 信 器 （ 超 音 波 送 受 信 手 段 ）
　 ４ 　 位 相 検 波 部
　 ５ 　 制 御 部
　 ６ 　 相 関 演 算 部
　 ７ 　 表 示 部
　 ８ 　 平 均 演 算 部
　 ９ 　 下 腿 部
　 １ ４ 　 脛 骨
　 １ ５ 　 振 動 子
　 １ ６ 　 プ ラ ト ウ 部
　 ２ ０ 　 信 号 発 生 器
　 ２ １ 　 Ｆ Ｆ Ｔ 演 算 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(6) JP 2005-102716 A 2005.4.21



专利名称(译) 骨诊断设备

公开(公告)号 JP2005102716A 公开(公告)日 2005-04-21

申请号 JP2003336107 申请日 2003-09-26

申请(专利权)人(译) 松下电器产业有限公司

[标]发明人 西垣森緒

发明人 西垣 森緒

IPC分类号 G01N29/12 A61B8/08

FI分类号 A61B8/08 G01N29/12

F-TERM分类号 2G047/AC13 2G047/BA04 2G047/BC04 2G047/BC13 2G047/CA01 2G047/CA03 2G047/EA10 2G047
/GA03 2G047/GG12 2G047/GG29 2G047/GG32 2G047/GG36 2G047/GG38 4C601/DD10 4C601
/DD23 4C601/EE05 4C601/EE09 4C601/EE10 4C601/GB50 4C601/HH06 4C601/JB23 4C601/JB42 
4C601/JB48 4C601/JB49 4C601/KK14 4C601/KK17

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够以相对较宽的范围和较高的定位精度获得
出色的骨骼信息的骨骼诊断设备。 放置在胫骨14的高原部分16上的振动
器15接收来自信号发生器20的驱动信号并振动胫骨14。 超声波探头1和
发送器/接收器3响应于通过胫骨传播的振动而发送超声波，并接收返回
的超声波。 相位比较单元4对接收到的信号进行相位比较，相关计算单
元6执行相位比较信号的相关计算，并且在显示单元7上显示胫骨各部分
的振动强度，该强度是相关计算的结果。 。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/b5ee5459-7af8-4f52-9d20-937241f6fe54
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034532350/publication/JP2005102716A?q=JP2005102716A

